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　【目的】清涼飲料は爽快味を有し、アルコール分1%以下の飲料で、炭酸や香料の有無、

原材料の種類などにより、1 9種類に分類される。この分類にもとづき、清涼飲料がどの

ように利用されているのか、特に茶飲料の利用状況などを調査するとともに、清涼飲料の

爽快感が生理的なものかどうか、実際の効能を検証した。

　【方法】清涼飲料の利用状況についてはアンケート調査を行った。短大生99名を対象に

平成７年日月２日に実施した。主な内容は清涼飲料の原材料による分類にもとづき、そ

の飲料の購入方法、利用目的を簡単に調査できるよう工夫した。さらに利用度の高い茶飲

料について、飲料別の人気とその利用状況などを回答してもらった。

　また、清涼飲料のもつ爽快感が体温の変化に関係があるかどうか、炭酸飲料、スポーツ

飲料、温水、冷水飲用時ののど、みぞおち、肢下の温度変化をサーミスタで測定した。

　【結果】アンケート調査の回収率は97%であった。よく飲用する飲み物は茶飲料が特に

多く果実飲料、コーヒー飲料の順であった。'偏入はコンビニエンスストア、自動販売機が

圧倒的に多く、平日の学生の生活環境を反映じていた。飲用目的はのどの渇きを癒したり、

食事時の飲み物、体温調節が主なものでどれも茶飲料が利用されていた。茶飲料は約５割

の人が清涼飲料中８～９割の率で利用しており、家で煎れる茶類と同様に習慣的な傾向の

強いことが推察された。また、清涼飲料水飲用時の皮膚温の変化について、炭酸飲料の爽

快感は単に刺激によるものだけではなく、炭酸を含まないスポーツ飲料に比べ比熱が大き

く、皮膚温の変化をともなうことが観察された。

I La－2 缶飲料（it涼飲料）の嗜好性と運li)時の甘味に対する嗜好性との間違

○鵜飼光子
（武蔵丘短大）

　目的　清涼飲料、特に缶飲料は種類も多＜自由に選択できるので､。槐分の摂取過剰が懸

念されるが. 飲料の摂取は、運動に伴う体成分の消耗を補い、疲労からの回il を促すのに

即効性が高く、有用である。また、運動は疲労感を伴うので、甘味の嗜好が高まると予想

される。飲料の嗜好性については食品学的に畔細に報告９されているものの、運動時の嗜
好性は検討されていない。そこで、健康な若年男女を対象とし、運動時にHi好する飲料、

運動後の味覚との関連について検1寸した。

　方法　l式料は缶入りif涼飲料各a （乳及び?L飲料、ココ･ア飲料、ウーロン茶、お茶、紅

茶、コーヒー飲料、炭酸飲料、ジュース、スポーツドリンク)を用い、嗜好性、摂取頻度、
糖の組成や含量と嗜好性との間違などについて調べた。缶飲料の種類の変化は薯しいので、

ここ数年間の嗜好朋査結果の比較検討も行った。また。一定の還動を負荷し、甘味の感じ

方を調べ、運動前後の味筧と飲料の嗜好性との関連も検討した。

　結果　缶飲料の嗜好性は非常に高かったが､、嗜好性と摂取頻度とは必ずしも間違はなか
った。還動後はスポーツドリンク、ウーロン茶、お茶の嗜好性が高くなった。特に最近は

お茶の嗜好性、摂取鎖度が高い傾向にある。還動負荷時は濃い濃度のジュークロース溶液

に嗜好が移動したが、缶飲料の糖含量よりも低い濃度であり、運動後は、甘味を欲するが、
m度の低いものの嗜好性が商く、缶飲料でみられた嗜好傾向と関連しているようである。

また、嗜好性と糖組成との間違は明確でなかった。

　文献''：川染節江、日本家政学会研究発表要旨集P2O1 （1995)
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